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地
球
温
暖
化
と
環
境
の
悪

化
が
想
像
を
絶
す
る
速
度
で

進
ん
で
い
る
。

町
は
対
応
す
る
た
め
、
植

え
過
ぎ
た
杉
や
ヒ
ノ
キ
を
伐

採
し
、
そ
の
跡
地
に
炭
酸
ガ

ス
や
窒
素
酸
化
物
の
吸
収
が

す
ぐ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
や
山
桜
な
ど
、

花
の
咲
く
落
葉
・
広
葉
樹
を

一
団
地
一
万
本
位
の
規
模
で

植
樹
し
、
環
境
と
観
光
の
森

づ
く
り
を
世
界
に
誇
れ
る
一

大
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
て

は
。「仁

淀
川
の
緑
と
清
流
を

再
生
す
る
会
」
は
、
環
境
的

社
会
活
動
を
す
る
会
に
支
給

さ
れ
る
補
助
事
業
を
申
請
し
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
約
二
万
五
千
本

を
育
て
る
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
助
成
が
で
き
な
い
か
。

化
石
燃
料
の
使
用
量
増
大

な
ど
で
、
二
酸
化
炭
素
の
増

加
が
地
球
温
暖
化
の
急
激
な

進
行
の
一
因
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。

地
球
規
模
の
自
然
環
境
の

変
化
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響

や
環
境
破
壊
の
進
行
が
懸
念

さ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

方
策
は
、
二
酸
化
炭
素
吸

収
能
力
の
高
い
森
林
の
保
護

や
植
林
の
推
進
。
化
石
燃
料

か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
な
ど
が
有
効
と
さ
れ
町

の
貢
献
策
は
、
樹
木
に
よ
り

二
酸
化
炭
素
の
増
大
を
防
ぐ

こ
と
と
思
う
。

樹
種
は
ポ
プ
ラ
や
桜
が
良

い
が
、
中
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜

の
能
力
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

「
仁
淀
川
の
緑
と
清
流
を

再
生
す
る
会
」
の
取
り
組
み

は
、
地
球
環
境
保
護
に
貢
献

し
、
観
光
資
源
と
し
て
も
活

用
で
き
る
。

収
入
間
伐
や
道
路
脇
で
伐

採
で
き
る
町
有
林
が
あ
れ
ば

伐
採
し
、
民
有
の
山
林
所
有

者
に
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
、
協

力
を
も
考
え
て
い
る
。

時
代
の
先
取
り
は
大
切

で
、
宇
宙
へ
行
っ
た
ひ
ょ
う

た
ん
桜
の
種
が
来
年
四
月
に

帰
っ
て
来
る
。
こ
の
宇
宙
桜

と
併
せ
て
、『
桜
タ
ウ
ン
構
想
』

も
必
要
と
思
う
。

問

大
原
儀
郎

答

町
　
長

答 宇宙桜と併せて

1団地1万本植樹しては
ヒマラヤ桜

☆環境浄化木 よさこい桜（ヒマラヤ桜）

新緑とともに11月下旬～12月下旬に花が開花します。

香美市香北町　2007年12月10日撮影

【よさこい桜（ヒマラヤ桜）の特徴】
日本の桜のルーツと言われており、ネパール（ヒマラヤ）地方に分布する野生種です。
日本（高知）では11月下旬から翌年1月初旬にかけて美しい花を咲かせます。
樹高は10m以上になり、冬でもつややかな新葉を楽しめます。
公園、庭園及び街路（樹）などに適しています。



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成20年8月10日発行（15） 第12号

農
水
省
の
所
管
で
「
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
制
度

を
立
ち
上
げ
、
全
国
の
自
治

体
に
応
募
を
呼
び
か
け
て
い

る
と
聞
く
が
、
本
町
に
と
っ

て
有
利
な
制
度
な
ら
応
募
し

て
は
。

農
水
省
が
平
成
二
十
二
年

ま
で
に
全
国
三
百
市
町
村
の

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
を
目
指

す
も
の
。

計
画
は
下
水
、
し
尿
、
集

落
排
水
施
設
の
汚
泥
、
家
庭

か
ら
出
る
食
品
廃
棄
物
、
家

畜
排
泄
物
、
製
材
所
の
オ
ガ

屑
や
木
屑
な
ど
を
利
活
用
し
、

循
環
社
会
の
形
成
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
総
合
計
画
で

広
域
的
な
構
想
が
必
要
だ
。

問

大
　
原

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に

応
募
し
て
は

答

町
　
長

広
域
で
対
応

27日の講演会には、80数名の熱心な参加者があり、中味の濃い話に耳を傾けた。出席者の中には四国銀行の青木頭取の顔
も見え有機農業への関心の高さが伺えた。（池川　コミセン）

仁淀川町の自然を生かした
地域活性化のための講演会

今回講演会では、“山村での豊かな暮らし”について、二つのテーマで討論してみたいと思います。
テーマⅠ「ヒマラヤ桜」

冬に花が咲くヒマラヤ桜は、二酸化炭素の吸収量が多く温暖化対策の面からも注目されています。
「再生する会」では、ヒマラヤに20年暮らし、その種を持ち帰られた明石良和さんと、四国銀行の助
成金に応募して当選しました。高知の冬の山に桜を咲かせて、地域活性化に役立てるため、皆さん
に苗づくりを呼びかけます。

テーマⅡ「有機農業」
有機農業への取り組みは、農水省の環境保全型農業の公募に「高知439国道有機協議会」がこの春
当選し、わが町にも“モデル圃場”がつくられています。
村ぐるみ有機化に28年間取り組んでこられた島根県吉賀町柿木村より、担当課長として、また実
践家としても“無農薬有機農法”に取り組んでこられた福原圧史さんをお招きします。
ぜひ多くの皆さんの、町域を越えての参加を呼びかけます。

「仁淀川の“緑と清流”を再生する会」

7月27日（日）午後2時40分～5時15分
仁淀川町池川コミュニティーセンター（池川総合支所）4階ホール場所

日時

主催
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西
森
重
勝
氏
は
、
昭
和
四

十
二
年
、
仁
淀
村
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
二
十
四
年
間

そ
の
要
職
に
あ
り
議
長
等
を

歴
任
、
大
渡
ダ
ム
建
設
、
国

道
４
３
９
号
改
良
な
ど
、
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た

功
績
が
多
大
で
、
旭
日
双
光

章
を
受
章
し
た
。

本
年
度
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
事
業
は
、
県
・
市

町
村
合
計
、
一
三
八
億
円
が

認
め
ら
れ
、
四
月
以
降
凍
結

し
て
い
た
事
業
も
六
月
中
に

発
注
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
交
付
金
の
補
助
率
は
、

各
自
治
体
の
財
政
力
指
数
に

応
じ
る
た
め
、
町
道
椿
山
線

は
、
65
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
予
定
。

町
道
高
瀬
線
で
、
三
月
二

〇
日
、
幅
70
ｍ
の
大
規
模
地

滑
り
が
発
生
し
た
が
、
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
。
生
活
道

で
あ
り
、
国
な
ど
と
協
議
し

工
法
を
検
討
、
早
期
復
旧
に

取
り
組
む
。

十
九
年
度
の
税
の
収
納
状

況
は
、
六
億
二
一
〇
〇
万
円

で
前
年
比
0.4
％
減
の
99.2
％
。

滞
納
分
は
、
預
金
七
件
、
保

険
七
件
、
出
資
金
一
件
、
給

与
二
件
を
差
し
押
さ
え
、
二

五
六
万
円
を
強
制
徴
収
。
差

し
押
さ
え
予
告
に
よ
り
、
十

三
件
三
〇
四
万
円
が
自
主
的

に
納
付
さ
れ
滞
納
分
の
徴
収

率
は
22.3
％
と
な
っ
た
。

当
初
民
間
資
本
三
〇
〇
万

円
で
設
立
さ
れ
た
㈱
フ
ー
ド

プ
ラ
ン
は
、
そ
の
後
旧
池
川

町
が
三
五
〇
万
円
を
出
資
し
、

売
上
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、

利
益
の
確
保
に
は
至
ら
ず
、

累
積
赤
字
が
五
〇
〇
〇
万
円

と
な
り
資
金
繰
り
に
苦
慮
し

て
い
る
。

制
度
の
説
明
不
足
や
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
の

状
況
は
、
国
保
か
ら
移
行
し

た
被
保
険
者
の
保
険
料
が
、

無
作
為
に
抽
出
し
た
一
人
、

二
人
世
帯
と
も
増
額
と
な
り
、

年
金
暮
ら
し
の
人
に
は
、
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。

国
の
対
応
を
注
目
し
て
い

く
。町

内
の
保
育
所
は
直
営

四
、
民
営
が
一
カ
所
あ
る
。

直
営
は
正
職
員
十
二
人
、
臨

時
職
員
十
三
人
で
保
育
を
し

て
い
る
が
臨
時
職
員
は
、
地

方
公
務
員
法
に
よ
り
、
十
一

カ
月
雇
用
で
、
年
度
途
中
で

担
任
が
代
わ
っ
た
り
、
確
保

に
も
苦
慮
し
て
い
る
。

保
育
料
は
、
国
の
基
準
の

55
％
か
ら
65
％
の
負
担
で
あ

り
、
直
営
保
育
所
へ
の
補
助

金
が
一
般
財
源
化
さ
れ
運
営

が
困
難
に
な
り
、
民
営
化
を

検
討
。

受
入
先
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
考
え
、
協
議
が
整
え

ば
移
行
し
た
い
。

大
崎
地
区
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
で
協
議
し
て
お
り
、

本
年
度
整
備
計
画
を
作
成
し

来
年
度
施
設
整
備
を
実
施
。

二
十
二
年
度
運
用
開
始
の
予

定
。宇

宙
飛
行
士
若
田
さ
ん
が

搭
乗
し
、
十
月
打
ち
上
げ
予

定
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に

桜
地
区
の
ひ
ょ
う
た
ん
桜
の

種
を
乗
せ
宇
宙
に
送
り
出
す

こ
と
に
な
っ
た
。

国
内
十
三
種
類
の
桜
が
選

定
さ
れ
、
五
月
二
十
八
日
に

関
係
者
で
種
の
採
取
行
事
が

行
わ
れ
二
〇
〇
粒
が
宇
宙
へ

託
さ
れ
た
。

六
カ
月
程
度
日
本
の
実
験

棟
「
き
ぼ
う
」
で
保
管
さ
れ

帰
還
後
は
発
芽
さ
せ
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
や
子
供
た
ち

の
夢
を
応
援
す
る
事
業
に
活

用
す
る
。

西森重勝氏（長者）旭日双光章を受章
－大渡ダム建設、国道439号改良、地方自治の発展に寄与－

諸般の報告 町長 藤5富士登

税

町
道
高
瀬
線

幅
70
ｍ
の

地
滑
り
が
発
生

ñ
ソ
ニ
ア

大
変
厳
し
い

ñ
フ
ー
ド
プ
ラ
ン

累
積
赤
字

五
〇
〇
〇
万
円

後
期
高
齢
者

保
育
所
の

運
営
を

社
協
に
委
託
し
た
い

大
崎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡

福
祉
施
設
の

建
設
に

ひ
ょ
う
た
ん
桜

宇
宙
へ

ソ
ニ
ア
の
経
営
は
、
事
業

の
生
産
体
制
を
見
直
し
、
二

勤
か
ら
一
勤
と
し
、
台
車
の

導
入
な
ど
経
営
改
善
を
行
っ

て
い
る
が
、
運
営
は
大
変
厳

し
い
。

関
係
者
が
協
議
し
た
結

果
、
持
株
割
合
に
よ
り
株
主

八
人
が
合
計
三
二
九
〇
万
円

を
拠
出
。

町
も
、
雇
用
の
場
、
地
域

産
品
の
流
通
窓
口
と
し
て
の

重
要
性
か
ら
判
断
し
、
持
株

割
合
か
ら
出
資
金
と
し
て
四

六
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

西森重勝氏
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十
九
年
度
末
、
校
長
の
定

年
退
職
が
四
人
、
教
頭
の
退

職
が
一
人
あ
る
な
ど
、
大
幅

な
人
事
異
動
が
あ
っ
た
が
、

現
場
も
安
定
し
、
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校

五
校
で
二
八
六
人
、
中
学
校

三
校
で
一
二
五
人
、
総
数
四

一
一
人
。

四
月
二
十
二
日
に
は
、
文

部
科
学
省
が
実
施
す
る
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
あ

り
、
小
学
校
五
七
人
、
中
学

校
四
七
人
が
調
査
を
受
け
た
。

本
年
八
月
に
大
崎
小
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。

倉
橋
弘
始
教
育
相
談
員
が

退
職
し
後
任
に
、
元
名
野
川

小
学
校
長
山
本
佐
智
子
氏
を

迎
え
た
。

外
国
語
指
導
助
手
の
ゾ

イ
・
イ
ズ
バ
ー
グ
さ
ん
は
都

合
に
よ
り
次
期
契
約
が
で
き

な
い
た
め
、
八
月
に
新
し
い

外
国
語
指
導
助
手
と
交
代
す

る
。

新教育相談員に山本佐智子氏
委員会の報告 教育長 大野　敏光

倉橋前相談員 山本新相談員

約2年間教育相談員を務め4月に退職した倉橋弘始先生。後任
には前名野川小学校長山本佐智子先生が就任。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
公
益
的
機
能
の

維
持
に
関
す
る
意
見
書

本
町
高
瀬
地
区
の
地
滑
り
防
止
対
策
事
業
は
、

大
規
模
か
つ
複
雑
で
国
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。

国
営
事
業
が
廃
止
と
な
れ
ば
、
財
政
事
情
が
厳

し
い
町
に
と
っ
て
、
地
域
住
民
の
命
を
守
る
立
場

か
ら
非
常
に
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
の
点

に
つ
き
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

一．

国
土
保
全
は
国
の
責
務
で
あ
り
、
中
山
間
地

域
に
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

二．

農
村
の
活
性
化
等
必
要
な
施
策
は
、
国
の
責

務
に
お
い
て
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有

林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
環
境
問
題
と
な

る
中
、
森
林
経
営
は
脆
弱
し
、
山
村
は
崩
壊
の
危

機
に
立
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
国
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
着
実

な
実
行
、
森
林
整
備
等
の
推
進
な
ど
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。

一．

森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
林

業
・
木
材
関
連
産
業
の
振
興
施
策
の
推
進
と
、

森
林
所
有
者
の
費
用
負
担
軽
減
措
置
な
ど
、
予

算
の
確
保
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

二．

担
い
手
対
策
の
拡
充
、
安
定
的
な
木
材
供
給

体
制
の
確
保
、
地
域
材
の
需
要
拡
大
対
策
の
推

進
に
よ
る
地
域
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
図

る
こ
と
。

他
二
件

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
制
度
の
さ
ら

な
る
改
正
、
中
小
企
業
支
援
を
求
め
る

意
見
書

働
い
て
も
生
活
保
護
相
当
の
収
入
さ
え
得
ら
れ

な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
（
働
く
貧
困
層
）
が
社

会
問
題
と
な
る
中
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

高
知
県
で
時
給
六
二
二
円
、
最
も
高
い
東
京
で

七
三
九
円
に
と
ど
ま
り
、
全
県
で
生
活
保
護
水
準

を
下
回
り
、
働
く
貧
困
層
が
生
ま
れ
る
温
床
に
な

っ
て
い
る
。
最
低
賃
金
の
地
域
ご
と
の
大
き
な
格

差
は
、
賃
金
の
低
位
標
準
化
や
青
年
雇
用
の
都
市

部
へ
の
流
出
を
招
き
、
地
域
社
会
再
生
の
芽
を
奪

っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小

企
業
対
策
の
強
化
、
地
域
格
差
を
な
く
す
た
め
の

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
に
む
け
た
対
応

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書
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後
集

記

五
輪
に
出
る
日
本
バ
レ
ー

を
応
援
し
て
い
る
。
選
手
は

強
打
を
一
生
涯
に
ど
れ
く
ら

い
打
つ
の
か
と
思
う
。（
三
鈴
）

ガ
ソ
リ
ン
代
が
二
百
円
に

な
り
そ
う
だ
。
メ
タ
ボ
対
策

の
た
め
、
自
転
車
通
勤
も
考

え
た
が
、
暑
い
。

（
尾
崎
）

ひ
ょ
う
た
ん
桜
の
種
子
、

今
秋
若
田
さ
ん
と
と
も
に
宇

宙
へ
。
児
童
ら
帰
還
後
の
花

見
を
楽
し
み
に
。

（
福
原
）

最
近
温
暖
化
に
よ
る
地
球

環
境
が
狂
い
出
し
大
地
震
、

大
災
害
が
発
生
、
非
常
時
に

備
え
あ
れ
。

（
野
村
）

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
先
進

国
、
途
上
国
の
言
い
分
で
終

わ
っ
た
。
地
球
上
に
地
球
よ

り
大
切
な
も
の
が
。
（
片
岡
）

食
品
の
産
地
、
賞
味
期
限

の
偽
装
。
信
用
で
き
る
の
は
、

我
家
の
サ
エ
ン
バ
。
大
事
に

し
た
い
食
の
信
用
。
（
農
本
）

基
幹
産
業
の
茶
が
大
ピ
ン

チ
に
な
り
ま
し
た
。
責
任
の

な
す
り
合
い
は
愚
劣
で
す
。

（
西
森（
常
））

ラ�コ�ム�

や
っ
と
二
番

茶
終
わ
っ
た

い
時
を
避
け
て
、
朝
夕
の

涼
し
い
時
に
、
茶
畑
の
手

入
れ
と
番
茶
の
準
備
を
し

ま
す
。

そ
し
て
、
暇
を
見
つ
け

て
、
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

私
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

友
人
知
人
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
お
茶
の
方
で
は
、

池
川
茶
研
究
会
女
性
部
も

発
足
し
て
、
活
動
も
楽
し

み
で
す
。

お
茶
は
、
価
格
低
迷
な

ど
、
大
変
な
風
が
吹
い
て

い
ま
す
が
、
神
様
か
ら
お

茶
の
為
に
与
え
ら
れ
た
よ

う
な
環
境
の
仁
淀
川
町
で
、

一
生
、
楽
し
み
な
が
ら
、

お
茶
を
続
け
て
い
け
た
ら

幸
せ
で
す
。

見
ノ
越
　
池
内
　
真
弓

を
し
た
り
、
趣
味
の
ペ
イ

ン
ト
を
し
た
り
、
や
り
た

い
事
は
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

な
に
よ
り
私
を
暖
か
く

見
守
っ
て
く
れ
る
家
族
、

「
や
っ
と
二
番
茶
、
終
わ

っ
た
ね
。」（
笑
）
7
月
11

日
に
無
農
薬
栽
培
（
Ｅ
Ｍ

農
法
）
し
て
い
る
二
番
茶

の
収
穫
が
終
わ
り
、
夫
と

私
の
口
か
ら
自
然
に
で
た

言
葉
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
日
中
の
暑

日

記

帳

20
年
4
月
4
日

春
季
戦
没
者
追
悼

式（
池
川
）

9
日

老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

総
会（
大
崎
）

10
日

春
季
戦
没
者
追
悼

式（
仁
淀
）

11
日

老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

総
会（
森
）

13
日

老
人
ク
ラ
ブ
若
松

会
総
会（
下
名
野

川
）

14
日

日
鉄
鉱
業
鳥
形
山

堆
積
場
竣
工
式

15
日

春
季
戦
没
者
追
悼

式（
吾
川
）

16
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

20
日

老
人
ク
ラ
ブ
げ
ん

き
会
総
会（
田
村
）

22
日

高
瀬
地
区
地
す
べ

り
対
策
推
進
協
議

会
総
会

23
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

5
月
2
日

吾
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
定
期
総
会

14
日

地
域
振
興
基
金
打

合
会

15
日

有
機
農
業
勉
強
会

21
日

山
形
県
鶴
岡
市
議

会
議
員
視
察
研
修

挨
拶

23
日

高
知
県
中
央
地
区

消
防
協
議
会
総
会

（
仁
淀
）

28
日

ひ
ょ
う
た
ん
桜
の

種
採
取

30
日

議
会
全
員
協
議
会

高
吾
北
地
区
地
域

安
全
協
会
役
員

会
・
総
会（
佐
川

町
）

長
者
地
す
べ
り
防

止
施
設
安
全
祈
願

祭

6
月
2
〜
4
日
　
吾
川
郡
議
長

会
視
察
研
修（
宮

城
県
）

5
日

議
会
運
営
委
員
会

広
域
議
会

6
日

町
身
体
障
害
者
会

総
会

8
日

町
消
防
団
仁
淀
地

区
大
会

10
日

県
議
長
会
監
査
・

理
事
会

12
・
13
日
　
第
3
回
定
例

議
会

20
日

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
総
会（
大
崎
）

24
日

国
道
33
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
県

協
議
会
総
会（
い

の
町
）

7月26日（土）～27日（日）、上名野川吾川スカイパークで行われたイベントで、流しソーメンを楽しむ親子連れ（上名野川）


